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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
七
十
八
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

土
地
改
良
事
業
（
箕
輪
堰
地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類

を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
縦
覧
書
類

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
同
年
四
月
十
二
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

北
杜
市
役
所

四
　
異
議
申
立
期
間

平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日
か
ら
同
年
四
月
三
十
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
七
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
四
日
ま
で

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
大
月
上
野
原
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

大
月
市
富
浜
町
鳥
沢
字
山
谷
六
一
三
三
番
の
一
地

旧

四
・
八
〜

二
二
一
・
一

先
か
ら

一
三
・
〇

大
月
市
富
浜
町
鳥
沢
字
山
谷
五
四
二
七
番
の
四
地

先
ま
で

新

八
・
〇
〜

二
二
一
・
一

四
七
・
〇

山
梨
県
告
示
第
八
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
四
日
ま
で
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
七
七

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
五
年

三
月
十
四
日

第
二
千
三
百
六
号

木　曜　日



二
　
路
　
線
　
名
　
甲
斐
中
央
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯
喰
字
屋
敷
添
八
九
七
番
地
先

旧

五
・
〇
〜

九
六
・
九

か
ら

九
・
八

中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯
喰
字
屋
敷
添
九
四
三
番
地
先

ま
で

新

五
・
八
〜

九
六
・
九

一
一
・
一

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
西
字
村
内
八
五
七
番
の
三
地

旧

六
・
四
〜

四
七
・
五

先
か
ら

六
・
九

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
西
字
村
内
官
有
無
番
地
先
ま

で

新

六
・
四
〜

四
七
・
五

七
・
〇

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
西
字
村
内
七
四
五
番
の
三
地

旧

六
・
二
〜

二
六
・
二

先
か
ら

七
・
二

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
西
字
村
内
七
四
四
番
地
先
ま

で

新

六
・
二
〜

二
六
・
二

八
・
三

山
梨
県
告
示
第
八
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
四
日
ま
で
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
甲
府
市
川
三
郷
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
字
殿
屋
敷
一
四
三
番
の
一

旧

六
・
七
〜

二
二
・
九

地
先
か
ら

七
・
一

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
東
中
島
字
熊
宮
三
三
〇
番
の

一
地
先
ま
で

新

六
・
七
〜

二
二
・
九

一
一
・
一

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
東
中
島
字
村
下
官
有
無
番
地

旧

六
・
八

一
八
・
六

先
か
ら

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
東
中
島
字
村
下
一
九
三
二
番

地
先
ま
で

新

六
・
八
〜

一
八
・
六

一
六
・
七

山
梨
県
告
示
第
八
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

一
四
〇
号

笛
吹
市
石
和
町
大
字
井
戸
字
豊
岡
七

三
四
七
・
四
平
成
二
十
五

道

九
番
の
一
地
先
か
ら

年
三
月
十
五

笛
吹
市
石
和
町
大
字
井
戸
字
豊
岡
三

日

五
六
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
七
八



平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

白
井
河
原
八

笛
吹
市
石
和
町
大
字
井
戸
字
豊
岡
一

二
八
〇
・
四
平
成
二
十
五

田
線

八
三
番
の
一
地
先
か
ら

年
三
月
十
五

笛
吹
市
石
和
町
大
字
井
戸
字
豊
岡
一

日

九
八
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

四
尾
連
湖
公

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
印
沢
字
大
崩

二
九
五
・
〇
平
成
二
十
五

園
線

六
七
四
番
の
四
地
先
か
ら

年
三
月
十
四

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
市
川
大
門
字

日

兎
平
七
二
一
五
番
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

長
沢
小
淵
沢

北
杜
市
小
淵
沢
町
上
笹
尾
字
滝
之
前

一
三
四
・
二
平
成
二
十
五

線

二
八
五
二
番
の
一
地
先
か
ら

年
三
月
十
四

北
杜
市
小
淵
沢
町
上
笹
尾
字
滝
之
前

日

二
八
九
五
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
四
日
ま
で
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

甲
府
昇
仙
峡

甲
府
市
山
宮
町
字
米
草
三
四
〇
番
の

三
六
〇
・
五
平
成
二
十
五

線

一
地
先
か
ら

年
三
月
十
四

甲
府
市
山
宮
町
字
西
岬
四
七
〇
番
の

日

一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
八
十
七
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、

山
梨
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
七
九

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
十
一
号
ま
で
の
標



急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域

標
柱
番
号

郡
　
　
市

町
　
村

大
　
　
字

字

地
　
　
番

斧
窪

一

大
月
市

梁
川
町

綱
ノ
上

仲
間
沢

二
三
一
九
番

二

同

同

同

同

同

三

同

同

同

同

二
三
一
八
番

四

同

同

同

同

同

五

同

同

同

仲
田

二
一
三
一
番
四

六

同

同

同

同

同

七

同

同

同

仲
間
沢

二
三
二
一
番
一

八

同

同

同

同

同

九

同

同

同

同

二
三
二
〇
番
一

十

同

同

同

同

同

十
一

同

同

同

同

二
三
一
九
番

山
梨
県
告
示
第
八
十
八
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）
第
百
六
十
七
条

の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
県
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
、
製
造
の

請
負
そ
の
他
の
契
約
（
建
設
工
事
の
請
負
、
建
設
工
事
に
係
る
測
量
、
調
査
、
設
計
及
び
監
理
の
委
託

並
び
に
土
木
施
設
（
道
路
、
河
川
、
公
園
、
下
水
道
施
設
そ
の
他
別
に
定
め
る
施
設
を
い
う
。）
の
維

持
管
理
業
務
に
つ
い
て
の
契
約
を
除
く
。）
に
係
る
競
争
入
札
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又

は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
以
下
「
一
般
競
争
入
札
」
と
い
う
。）
に
参
加
す
る
者

に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
、
競
争
入
札

の
参
加
資
格
に
関
す
る
審
査
（
以
下
「
資
格
審
査
」
と
い
う
。）
を
受
け
、
資
格
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

１
　
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者

２
　
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
者

３
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第

二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
又
は
法
人
で
あ
っ
て
そ

の
役
員
が
暴
力
団
員
で
あ
る
も
の

４
　
営
業
に
関
し
、
許
可
、
認
可
等
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
な
い

者
５
　
資
格
審
査
の
申
請
を
行
う
日
の
属
す
る
月
の
初
日
に
お
い
て
、
引
き
続
き
二
年
以
上
営
業
を
営

ん
で
い
な
い
者

二
　
資
格
審
査
の
申
請
の
方
法

１
　
資
格
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。）
は
、
物
品
等
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
（
第
一
号
様
式
）（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を

添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（一）

営
業
経
歴
書
（
第
二
号
様
式
）

（二）

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の
場
合
）

（三）

身
分
証
明
書
（
個
人
の
場
合
）

（四）

印
鑑
証
明
書

（五）

財
務
諸
表
（
法
人
に
あ
っ
て
は
申
請
書
提
出
日
の
直
前
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
、

個
人
に
あ
っ
て
は
申
請
書
提
出
日
の
直
前
に
提
出
し
た
所
得
税
確
定
申
告
書
の
写
し
）

（六）

納
税
証
明
書
（
申
請
書
提
出
日
直
前
の
県
税
及
び
消
費
税
に
係
る
も
の
）

（七）

契
約
に
関
し
、
営
業
所
等
に
権
限
が
委
任
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
委
任
状

（八）

営
業
に
関
し
、
許
可
、
認
可
等
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
そ
れ
を
証
明
す
る
書
面

（九）

役
員
等
名
簿
（
第
三
号
様
式
）

（十）

誓
約
書
（
第
四
号
様
式
）

２
　
申
請
書
及
び
添
付
書
類
は
、
山
梨
県
出
納
局
管
理
課
（
郵
便
番
号
四
〇
〇
│
八
五
〇
一
　
山
梨

県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
│
二
二
三
│
一
三
九
五
）
に
あ
ら
か
じ
め
連

絡
の
上
持
参
す
る
こ
と
。

３
　
申
請
書
及
び
添
付
書
類
は
、
日
本
語
で
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　
資
格
の
有
効
期
限

資
格
の
有
効
期
限
は
、
資
格
を
認
定
し
た
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

四
　
変
更
等
の
届
出

申
請
書
の
提
出
後
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
営
業
を
休
止
し
、
若
し
く

は
廃
止
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
　
商
号
又
は
名
称

２
　
代
表
者
、
役
員
又
は
代
理
人

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
〇

柱
を
順
次
結
ん
だ
線
、
及
び
一
号
と
十
一
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区

域
。



３
　
所
在
地
又
は
住
所

４
　
印
鑑

５
　
そ
の
他
営
業
に
関
し
重
要
な
事
項

五
　
資
格
の
取
消
し

知
事
は
、
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
資
格

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

１
　
一
の
１
か
ら
５
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

２
　
申
請
書
又
は
そ
の
添
付
書
類
に
故
意
に
虚
偽
の
記
載
を
し
た
と
き
。

六
　
資
格
の
有
効
期
間
の
更
新
手
続

県
に
お
い
て
一
般
競
争
入
札
が
見
込
ま
れ
る
年
度
に
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資

格
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
の
で
、
当
該
公
示
に
基
づ
き
申
請
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
。

七
　
そ
の
他

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
物
品
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
（
平
成

十
四
年
山
梨
県
告
示
第
六
十
四
号
）
に
基
づ
き
資
格
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
当
該
資
格
が
効
力
を
有
す
る
間
に
限
る
。）
は
、
こ
の

告
示
に
基
づ
く
資
格
を
有
す
る
者
と
み
な
す
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
一



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
二

第１号様式



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
三

第２号様式



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
四

第３号様式



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
五

第４号様式



公
　
　
　
告

'

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
韮
崎
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
（一）

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

韮
崎
市
清
哲
町
青
木
字
西
向
三
二
九
二
の
一
、
三
二
九
二
の
松
原
り
か

二
、
三
二
九
二
の
三
、
三
二
九
三
の
一
、
三
二
九
三
の
二
、

三
二
九
三
の
三

韮
崎
市
清
哲
町
折
居
字
大
根
場
一
四
七
一

小
澤
保
昌

韮
崎
市
清
哲
町
折
居
字
大
根
場
一
四
七
三

横
森
安
定

韮
崎
市
清
哲
町
折
居
字
大
根
場
一
四
七
五

小
沢
加
賀
作
郎

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
　
　

水
源
の
涵か
ん

養

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

a

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

s

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

d

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
韮
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

（四）

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
五
号

二
（一）

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
屋
敷
日
影
六
一
〇
七
の
三

名
取
瀬
平
治
、
中
澤
泉

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
屋
敷
日
影
六
一
一
三
の
二

廣
瀬
千
鶴
、
廣
瀬
忠
、
廣
瀬
繁

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
屋
敷
日
影
六
一
〇
四
、
六
一
一
六
、
中
澤
泉

字
細
久
保
六
二
〇
五
、
字
作
り
道
六
二
六
一
、
六
二
六
四
、

字
大
久
保
六
二
八
九
、
六
二
九
七
、
六
二
九
九
、
字
長
久
保

六
〇
九
六
、
字
日
向
水
六
二
二
三
の
一
、
六
二
二
三
の
二

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
細
久
保
六
一
八
六

小
林
あ
き
子
、
平
賀
久
男
、
平
賀

久
徳
、
平
賀
久
美
、
牧
野
久
二
子

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
細
久
保
六
一
七
六
、
六
一
八
一
、

名
取
昭
五

六
二
一
〇
の
二
、
六
二
一
一
、
字
日
向
水
六
二
三
七
、
字
箒

久
保
六
二
七
六
、
六
二
七
七

韮
崎
市
清
哲
町
青
木
字
諸
久
保
三
〇
四
〇
の
三

藤
巻
英
俊

韮
崎
市
円
野
町
下
円
井
字
上
の
山
三
一
四
五
、
三
一
四
七

越
石
久
女
子

韮
崎
市
円
野
町
下
円
井
字
上
の
山
三
一
二
七
の
一
、
三
一
二

中
島
哲
也

七
の
二

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
真
藤
原
六
〇
八
〇

廣
瀬
政
一

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
大
久
保
六
二
九
八
の
一
、
六
二
九

中
澤
泉
、
向
山
久
次
郎

八
の
二
、
六
二
九
八
の
三

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
中
沢
五
九
五
二

横
森
徳
雄

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
長
久
保
六
〇
八
七

志
村
喜
代
治

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
六



韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
長
久
保
六
〇
九
三
、
六
〇
九
四

志
村
真
平

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
日
向
水
六
二
三
一
、
六
二
三
二

大
柴
吉
信

韮
崎
市
円
野
町
上
円
井
字
梨
木
畑
三
五
七
二

木
浦
原
佐
一

韮
崎
市
円
野
町
上
円
井
字
篭
沢
三
六
八
三

田
島
功
之

韮
崎
市
円
野
町
上
円
井
字
篭
沢
三
六
八
一
の
二
、
字
籠
沢
三

田
中
米
子
、（
株
）
丸
徳

六
八
一
の
三

韮
崎
市
穴
山
町
字
上
新
田
七
七
二
二
の
五

島
津
網
蔵

韮
崎
市
穴
山
町
字
上
新
田
七
七
二
三
の
三

島
津
與
比

韮
崎
市
穴
山
町
字
上
新
田
七
七
二
四
の
三

嶋
津
熊
三
郎

韮
崎
市
円
野
町
下
円
井
字
上
の
山
三
一
四
八

越
石
勘
三

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
大
久
保
六
二
九
六
、
字
日
向
水
六

東
福
院

二
二
五

韮
崎
市
旭
町
上
条
北
割
字
鎌
倉
四
二
六
一
の
一

小
野
●
太
郎

韮
崎
市
旭
町
上
条
北
割
字
鎌
倉
四
三
三
四
の
二

小
野
文
男

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
作
り
道
六
二
六
〇
、
字
八
丁
五
八

曽
雌
英
人

五
一
、
五
八
五
七
の
二
、
字
日
向
水
六
二
二
九
、
字
細
久
保

六
一
七
三
、
六
一
七
四
、
六
一
八
〇
、
六
二
〇
六
の
二
、
六

二
〇
八
の
二
、
六
二
〇
九
の
一
、
六
二
〇
九
の
二
、
六
二
一

四
、
字
屋
敷
日
影
六
一
一
九

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
作
り
道
六
二
六
九
、
字
狢
久
保
六

宝
積
寺

一
五
三

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
長
久
保
六
〇
九
八
の
一
、
六
〇
九

尾
形
貫
一

八
の
二

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
中
沢
五
九
二
九
の
一
、
五
九
二
九

望
月
由
太
郎

の
二
、
字
屋
敷
日
影
六
一
一
一
の
五

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
日
向
水
六
二
五
〇

中
澤
泰

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
日
向
水
六
二
三
八
、
六
二
三
九

曽
雌
米
紹

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
日
向
水
六
二
四
八
、
六
二
四
九

小
泉
亘

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
細
久
保
六
一
六
四

曽
雌
米
吉

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
細
久
保
六
一
八
二
、
字
屋
敷
日
影

曽
雌
肇

六
一
二
七
の
一
、
六
一
二
七
の
二
、
字
狢
久
保
六
一
六
〇

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
細
久
保
六
二
〇
四

曽
雌
伊
兵
ヱ

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
屋
敷
日
影
六
一
二
五

望
月
由
道

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
字
作
り
道
六
二
六
八
の
一

向
山
匠

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法
　
　
　
　
　

a

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

韮
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

s

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

d

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

f

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

韮
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

（四）

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
五
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
七



'

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
甲
斐
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

甲
斐
市
打
返
字
向
場
九
七

大
沢
孟
住

甲
斐
市
打
返
字
家
ノ
後
二
一
六
の
二
、
二
一
六
の
三
、
二
一
大
沢
嘉
猷

六
の
四

甲
斐
市
打
返
字
室
窪
四
二
六（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）
大
沢
今
朝
吉

甲
斐
市
打
返
字
室
窪
四
七
九
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
大
澤
百
代

限
る
。）、
四
七
九
の
二

甲
斐
市
下
芦
沢
字
岩
下
九
〇
一

長
田
積
宝

甲
斐
市
下
芦
沢
字
岩
下
九
〇
三
、
上
芦
沢
字
立
岡
山
一
二

小
林
智
恵
子

六
二
、
一
二
八
七
、
一
二
九
〇

甲
斐
市
下
芦
沢
字
岩
下
九
〇
四

長
田
米
吉

甲
斐
市
下
芦
沢
字
岩
下
九
一
四
の
二

岡
田
将
明

甲
斐
市
下
芦
沢
字
岩
下
九
一
五

岡
田
善
雄

甲
斐
市
下
芦
沢
字
岩
下
九
一
六
の
二

岡
田
秋
義

甲
斐
市
安
寺
字
外
窪
尻
九
九
五
の
二

長
田
睦
夫

甲
斐
市
安
寺
字
外
窪
尻
一
〇
一
〇

横
森
長
次
郎

甲
斐
市
下
芦
沢
字
古
山
一
〇
二
六
の
一

長
田
啓
子

甲
斐
市
上
芦
沢
字
小
川
一
〇
三
五
の
二
、
一
〇
三
五
の
三
、
滝
口
松
治
郎

一
〇
三
五
の
四

甲
斐
市
上
芦
沢
字
小
川
一
〇
三
六
の
二
、
一
〇
三
六
の
三
、
藤
波
倫

一
〇
三
六
の
四

甲
斐
市
上
芦
沢
字
釜
ノ
口
一
〇
五
六
の
二

小
泉
俊
一

甲
斐
市
上
芦
沢
字
立
岡
山
一
二
六
三

滝
口
正
光
、
滝
口
春
代
、
田
沢
久

美
子

甲
斐
市
亀
沢
字
枇
杷
坂
五
九
〇
五
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
船
形
神
社

分
に
限
る
。）

甲
斐
市
下
菅
口
字
釜
抜
五
九
七
か
ら
五
九
九
ま
で

吉
岡
好
子

甲
斐
市
亀
沢
字
芝
ノ
田
六
四
八
七

保
延
義
玄

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法
　
　
　
　
　

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

甲
斐
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

甲
斐
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
三
十
二
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
八



'
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
山
中
湖
村
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
二
七
三

菊
池
譲
治
、
天
野
音
吉
、
長
田
所

作

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
二
六
三

天
野
千
代
吉

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
二
六
七

㈱
サ
ク
ラ
オ
フ
ィ
ス

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
一
七
四
五

長
田
房
一

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法
　
　
　
　
　

１
　
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
山
中
湖
村
役
場
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
九
号

'

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
関
係
市
役
所
及
び
村
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公

告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

上
野
原
市
西
原
字
沢
入
六
〇
二
〇

山
口
延
勝

北
都
留
郡
丹
波
山
村
字
下
ど
ち
一
五
八
九
の
一
、
一
五
九
八
小
野
八
郎

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
皆
形
二
一
九
七
の
五
五
二
（
次
天
野
辰
吉
、
天
野
七
郎
司

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
一
九
七
の
四
九
〇

北
都
留
郡
丹
波
山
村
字
大
山
戸
谷
五
五
七
二

守
屋
勤

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
　
　

水
源
の
涵か
ん

養

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法
　
　
　
　
　

１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

関
係
市
役
所
及
び
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
八
九



平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
八
号

'
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
北
杜
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

北
杜
市
武
川
町
三
吹
字
大
軽
井
沢
四
一
二
七

大
屋
敷
泰
子

北
杜
市
武
川
町
山
高
字
大
沢
三
三
一
八
、
三
三
五
二

花
房
武
茂

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
大
軽
井
沢
四
一
二
七
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

北
杜
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
五
十
三
号

'

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
身
延
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
身
延
町
帯
金
字
鳶
沢
四
三
三
六

久
保
善
孝

南
巨
摩
郡
身
延
町
帯
金
字
鳶
沢
四
三
三
八
の
二

佐
野
●
吉

南
巨
摩
郡
身
延
町
帯
金
字
鳶
沢
四
三
五
一
、
四
三
五
五

千
須
和
き
く
子

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

身
延
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

身
延
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
十
九
号

'

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
九
〇



三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
甲
府
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
（一）

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

甲
府
市
古
関
町
字
烏
帽
子
石
二
九
九
二
の
三

池
谷
袈
裟
夫
、
橘
田
榮
、
橘
田
修

治
、
橘
田
ふ
み
、
田
中
勇
、
田
中

定
、
田
中
百
、
田
中
俊
男
、
土
橋

敬
一
、
土
橋
好
、
土
橋
昭
五
、
渡

辺
正
雄
、
土
橋
氣
村

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

a

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

s

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

d

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
甲
府
市
役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

（四）

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
三
十
一
号

二
（一）

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

甲
府
市
心
経
寺
町
字
横
手
一
一
三
八
の
二
、
一
一
三
八
の
五
柿
島
満
吉

甲
府
市
古
関
町
字
飯
田
六
五
〇

土
橋
一
雄

甲
府
市
古
関
町
字
入
野
二
一
二
八
、
二
一
二
八
の
内
一

河
野
信
一

甲
府
市
古
関
町
字
川
野
三
〇
一
八
の
三
一

内
藤
孝
行

甲
府
市
古
関
町
字
川
野
三
〇
一
八
の
五
〇

佐
野
正
勝
、
土
橋
其
次
、
内
藤
豆

太
郎

甲
府
市
古
関
町
字
川
野
三
〇
一
八
の
五
一

河
野
今
朝
麿
、
河
野
島
村
、
河
野

肆
郎
、
河
野
芳
作

甲
府
市
右
左
口
町
字
戸
座
石
四
六
六
一
（
次
の
図
に
示
す
部
富
永
フ
サ

分
に
限
る
。）

甲
府
市
梯
町
字
平
松
一
〇
〇
七

河
野
健

甲
府
市
古
関
町
字
烏
帽
子
石
二
九
九
二
の
九

田
中
征
二

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
　
　
　

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

a

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

甲
府
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

s

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

d

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

f

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

甲
府
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

（四）

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
三
十
一
号

'

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
九
一



森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
甲
斐
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

甲
斐
市
下
福
沢
字
大
窪
一
九
三
六
、
一
九
三
七
、
一
九
四
一
岡
田
登

か
ら
一
九
四
四
ま
で
、
字
大
平
毛
二
一
二
八
か
ら
二
一
三
四

ま
で
、
二
一
三
六
、
二
一
三
七
、
二
一
三
九
、
二
一
四
〇
、

二
一
四
二
、
上
芦
沢
字
崩
沢
九
三
〇

甲
斐
市
下
福
沢
字
上
川
原
二
一
〇
二
の
二
、
字
大
平
毛
二
一
長
田
新
吉

二
三

甲
斐
市
下
福
沢
字
大
平
毛
二
一
二
四

佐
藤
茂

甲
斐
市
下
福
沢
字
大
平
毛
二
一
二
七
の
一

佐
藤
茂
譽

甲
斐
市
下
福
沢
字
大
平
毛
二
一
三
一

井
上
弥
右
エ
門

甲
斐
市
下
福
沢
字
大
平
毛
二
一
三
七
の
内
一

岡
田
歳
次
郎

甲
斐
市
上
芦
沢
字
崩
沢
九
三
一
、
上
福
沢
字
孫
目
五
八
二
の
井
上
義
光

二
、
五
八
四
、
五
八
七
、
字
釜
ノ
口
一
〇
四
二
、
一
〇
四
三

甲
斐
市
上
芦
沢
字
釜
ノ
口
一
〇
四
八
、
字
崩
沢
九
四
〇

藤
波
倫

甲
斐
市
上
芦
沢
字
釜
ノ
口
一
〇
五
三
、
上
福
沢
字
東
沢
一
一
小
林
榮
治

二
一
、
一
一
二
二
、
一
一
二
五
、
一
一
三
〇

甲
斐
市
上
芦
沢
字
崩
沢
九
一
一
か
ら
九
一
四
ま
で

大
澤
百
代

甲
斐
市
上
芦
沢
字
崩
沢
九
二
八

横
森
ふ
み

甲
斐
市
上
芦
沢
字
崩
沢
九
二
九

宮
本
豊
一

甲
斐
市
上
芦
沢
字
崩
沢
九
四
九

有
限
責
任
清
川
信
用
購
買
組
合

甲
斐
市
上
芦
沢
字
崩
沢
九
五
〇
の
一

岡
田
秋
義

甲
斐
市
上
福
沢
字
深
窪
一
〇
三
五

岡
田
利
政

甲
斐
市
上
福
沢
字
深
窪
一
〇
四
一

長
田
年
三

甲
斐
市
上
福
沢
字
深
窪
一
〇
四
五
、
字
東
沢
一
〇
九
七
、
一
小
林
智
恵
子

〇
九
九
、
一
一
二
三
、
一
一
二
八
、
一
一
六
〇
、
一
一
六
二

甲
斐
市
上
福
沢
字
深
窪
一
〇
五
四

長
田
義
忠

甲
斐
市
上
福
沢
字
孫
目
五
八
三
、
五
八
六
、
五
八
八

佐
藤
正
文

甲
斐
市
上
福
沢
字
東
沢
一
〇
九
六

上
笹
要

甲
斐
市
上
福
沢
字
東
沢
一
〇
九
八
、
一
一
〇
六
、
一
一
〇
七
飯
沼
憲
彦

、
一
一
二
〇

甲
斐
市
上
福
沢
字
東
沢
一
一
〇
五
、
一
一
三
四

下
笹
源
吉

甲
斐
市
上
福
沢
字
東
沢
一
一
一
六

長
田
仙
隆

甲
斐
市
上
福
沢
字
東
沢
一
一
三
一

小
林
常
藏

甲
斐
市
上
芦
沢
字
崩
沢
九
三
一
、
上
福
沢
字
孫
目
五
八
二
の
井
上
徳
三
郎

二
、
五
八
四
、
五
八
七
、
字
釜
ノ
口
一
〇
四
二
、
一
〇
四
三

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法
　

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

甲
斐
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
九
二



２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

甲
斐
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
二
十
二
号

'

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
甲
斐
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

甲
斐
市
下
芦
沢
字
寺
沢
八
〇
二
、
八
〇
四
、
八
〇
九
、
八
一
岡
田
秋
義

二
、
字
立
岡
山
二
八
四
の
二
、
上
芦
沢
字
釜
ノ
口
一
〇
四
〇

の
二

甲
斐
市
下
菅
口
字
窪
田
一
三
五
三

武
藤
美
知
子

甲
斐
市
下
菅
口
字
窪
田
一
三
六
一
、
一
三
七
二
、
一
三
七
四
飯
窪
ふ
さ

か
ら
一
三
七
六
ま
で

甲
斐
市
下
菅
口
字
窪
田
一
三
六
五
、
一
三
六
八

廣
済
寺

甲
斐
市
下
菅
口
字
後
林
一
一
六
八

飯
窪
常
兵
衛
、
飯
窪
八
左
エ
門
、

井
上
興
兵
衛
、
三
村
朝
吉

甲
斐
市
上
菅
口
字
北
ノ
平
九
六
六

三
村
朝
吉

甲
斐
市
亀
沢
字
枇
杷
坂
六
一
一
〇
、
打
返
字
向
場
八
六
、
字
大
沢
大
治

室
窪
四
九
七

甲
斐
市
上
芦
沢
字
西
ノ
入
八
三
四

井
上
弥
右
衛
門
、
横
森
万
吉

甲
斐
市
上
芦
沢
字
湯
道
尾
根
六
九
一
、
六
九
二

横
森
剛

甲
斐
市
上
芦
沢
字
湯
道
尾
根
六
九
三

三
村
喜
子

甲
斐
市
上
芦
沢
字
崩
沢
九
〇
六
の
二
、
九
一
〇
、
九
四
二
か
大
澤
百
代

ら
九
四
五
ま
で

甲
斐
市
神
戸
字
ウ
ビ
ラ
ケ
七
一
三
か
ら
七
一
七
ま
で
、
七
一
佐
藤
正
文

九
、
七
二
一
か
ら
七
二
四
ま
で

甲
斐
市
神
戸
字
ウ
ビ
ラ
ケ
七
一
八

佐
々
木
正
利

甲
斐
市
神
戸
字
ウ
ビ
ラ
ケ
七
二
〇
、
七
三
五

小
林
智
恵
子

甲
斐
市
神
戸
字
ウ
ビ
ラ
ケ
七
三
二

長
田
年
三

甲
斐
市
神
戸
字
坂
ノ
下
二
九
七

長
田
孝
志

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
甲
斐
市
役
所
に
備
え
置
い
て

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
九
三



縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
十
七
号

'

土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
認
可

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
事
業
計
画
を
認
可
し
た
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
組
合
の
名
称

都
留
市
井
倉
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合

二
　
事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
八
年
度
ま
で

三
　
施
行
地
区

都
留
市
大
字
井
倉
字
美
通
及
び
字
馬
場
の
各
一
部

四
　
事
務
所
の
所
在
地

都
留
市
上
谷
一
丁
目
一
番
一
号
　
都
留
市
役
所
内

五
　
設
立
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日

六
　
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
字
胎
内
六
六
〇
〇
の
一
及
び
六
六
〇
一
の
三
の
一
部
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

南
都
留
郡
鳴
沢
村
字
富
士
山
八
千
五
百
四
十
五
番
地
の
六
　
富
士
観
光
開
発
株
式
会
社
　
代
表
取

締
役
社
長
　
志
村
　
和
也

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
櫻
　
　
井
　
　
　
　
　
洋

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
八
　
一
般
国
道
山
梨
県
甲
府
市
横
根
町
字
大
坪
四
七
五
番
の
三
地
先
か
ら
山
梨
県
甲
府
市

一
四
〇
号

向
町
字
遠
免
三
〇
七
番
の
一
地
先
ま
で

二
十
九
　
一
般
国
道
山
梨
県
甲
府
市
和
戸
町
字
奈
良
原
九
四
一
番
の
一
地
先
か
ら
山
梨
県
甲
府

四
一
一
号

市
酒
折
二
丁
目
三
〇
六
番
の
一
地
先
ま
で

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
日
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
以
下

「
新
細
則
」
と
い
う
。）
第
八
条
の
二
の
表
に
掲
げ
る
道
路
を
通
行
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
の
新
細
則

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

一
九
四


